













































ると考えられている (Doran& Anderson， 2003 ; 


































































Crane & Snowling， 2005) も報告されている。
すなわち、学齢児はオフライン処理であっても、







































































































































Table 2 A児と B児の再生課題の結果
A児 B児
再生率(%) .J:1i'IiiIU ~ru 再生率(%) 打Mt命日J 誤ru
『たけしおとまさと'!E;の約及と』 55.6 2 4 77.8 1 。
『校長先生の思し寸 45.5 4 2 54.5 8 l 









































名、 4年生 13名、 6年生11名の計36名の児童
であった。各学年には読書力の評価段階2以下

























J世論mt堤E全体‘1 局所13守推論b 包括的推論c 1背語文化推論d その他。
2~~三 N=ll 21.0 (6.24) 4.7 (1.19) 4.3 (1.19) 8.8 (0.95) 3.2 (1.94) 
4~三 N二12 26.1 (4.98) 5.6 (0.67) 4.8 (0.97) 11.3 (2.83) 4.5 (1.31) 
6~三 N=l1 25.5 (6.81) 5.3 (1.79) 4.7 (1.68) 10.8 (2.96) 4.7 (1.35) 































(N==ll) (Nご12) (N==ll) 
90.9 97.2 90.9 
66.7 88.9 84.8 
63.6 69.4 72.7 
78.8 88.9 84.8 
69.7 86.1 84.8 
18.2 50.0 48.5 
84.8 86.1 81.8 
57.6 72.7 63.6 
63.6 80.6 81.8 
75.8 100.0 90.9 
30.3 50.0 66.7 
括的推論、精級化推論、その他の推論より高い
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その 1:1 ，たけし;j~とまさと君は，学佼7J'終わったら公劉て、遊ぶことにしました. f(まくはノくットをJ寄って行くよ jそれを存跡、た1こけし沼は， f(tくはボール
を持って行けばし刈サ?.Jと言いました そして 2人は31寺にづc.";{ifiへ行く約束をしましたι たけしおは，到蚕lにji-く途tllJ ïj~-ールを忘守したことに気づき，
急いで家iこ戻りましたーたけし君が公表Iiこ殺し、たとき，公劉のII~毘|は 311寺を少し回っていました しかし，まさと沼は制b1iこし、ま[士んでした.側室10)1寺百|
が31寺10分を指しましたでも，まさと君は現れまなん.そして， 31寺20分を指しました たけし君は fまさと沼の家lこ行ってみよう.そして，まさ
と;j~，に謝ろう .J と忠いました たけしおが公闘を1:ょうとしたとき，まさと君がIお!こうから走ってきました国まさとおば fごめん， :1':3/司さんに:T3f!Eいを
級まれちゃって J とたけし~，ïこ務jりました.それから 2 人は， 411やlé'まで:L~羽で{rl'J主く滋ひぐました
Q交長先生の忠し、J
校長先~I:.は， 1ij'，QOJ，校庭を歩きます.それは，子供たちが，毎日，+yl.立で淡しく元気に遊へるよう{こ則自っているのて寸.あるijyJ，校長先生はいつものよ
うに扮廷を歩いていました すると， Miカがii1iのiヨ(こj笠んでそのまま帰ったのでしょうか， 1国立の}=:悩にボー ルが一つじしがっていました.校長先生は黙っ
てそれを手lこlt5(1)，倉践の方~J主し、て行きましたそのド!の昼休みムが終わるときのこと -(~t. 6"凶ミの女の子が，急いで立[郊にriJかう 2{1三iミのPJの子をつ






iUl，起きてすぐに，ぼくは剖1)&，のカー テンをl剥けた [ああ jしばらくして，おIfJさんがぼくの部屋にやってきて， Ijζきな、てるてるJ:)i主むぜっかく作った
のに，法令:;!?.Jと言った.今1=出箆fVJ会の13.そして，お父さんの会TJj);体ろえのiヨ ぼくは，お父さんに，かけっこで)等をとるところを!j1:は-1こかった


















































2人が{'I']ミく臨んた吋蚕!はと、んな制選iだと，1t!J~ 、ます初、 01::rv 、土:::mD
よちの子が-HI';った後の1:0泊まと‘んな保子だと.!Hv、まサ功、 ({"Jも1'<らていなし、様子)
お父さ !vi凶1ffif[!J会か明|二I1 こなったことをどうして士nっていると i品、まオ功、(おi司さ!V{こIJ~I~ 、たから)
「まさと認はあらわれませんlをZfしむ‘とぷ乙んだ人{まとJう思うでしょう(どうしたのかなと思う)
(13)}，から ;I';~ー ノレをJî'f;J1tて帰tってす7 ったのてす]をあ1むと訟dνた入はとラ思うでし」う(よ泊りたなあと，皆、う}
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Inference Generation in the Story Reading of Children with Hearing Impairments 
Kenji FUKAEネ andInho CHUNG件
This study investigates inference generation in stOIγreading based 011 the comprehensive inference 
framework of Graesser， Singer， and Trabasso (1994) of children with hearing impairments. 
τ hepar川"Ucipantsw九ν'ere36 childrで羽e引nw礼νfiれthhear吋"ingimpairments fromη1 the 2'へ1
types of story w九ν'ereread bコythese par凶"ticipantsand they were asked 1 questions corresponding with 1 
types of inference. 
As a result， the tendency that childr羽1with hearing impairments performed inference based on 
causatIon was shown， and especially a high rate of local inference generation in contexts with 
constraints was suggested. As for the global and elaborative inference generation， they were different 
in sllb-inference types according to the necessity of selection and integr刻 ionof relevant information 
and also the importance of related information. Although no statistical difference was found in the 
developmental tendency of inference generation， qualitative change in inference development was 
sllggested， and in the inference of feeling of the characters of the story， the use of information would 
be different in stlldents of different school grades. 
Key words: children with hearing impairments， local inference， global inference， elaborative 
inference， inference type 
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